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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 9,704 ― 298 ― 251 ― 174 ―

20年3月期第3四半期 9,351 △3.8 552 16.4 484 33.1 362 △30.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 5.01 ―

20年3月期第3四半期 11.55 10.66

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 26,076 15,964 58.4 437.40
20年3月期 26,630 16,227 58.0 443.92

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  15,227百万円 20年3月期  15,459百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00
21年3月期 ― 5.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 5.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,400 4.0 800 17.4 730 22.0 660 21.6 18.95

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績はさまざまなリスク要因や不確実な要素により、記載の予想と異なる
可能性があります。 
なお、業績予想の前提となる条件等については、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  34,943,225株 20年3月期  34,943,225株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  129,403株 20年3月期  117,398株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  34,820,702株 20年3月期第3四半期  31,397,299株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１． 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国における金融危機の影響が全世界同時不況の様相を

呈し始め、株価下落や円高等のマイナス要因も重なり実態経済を直撃し、多くの企業が業績悪化に陥る結果と

なり、景気は悪化の一途を辿っております。 

また、当社グループの主要なユーザー先である建築土木業界だけでなく、さまざまな業種において企業の倒

産が相次ぎ、また、官公庁関連の需要につきましても、公共投資予算の縮小に伴う契約単価の減少が著しく、

当社グループを取り巻く環境は一層厳しい状況となっております。 

このような状況において当社グループは、積極的に営業活動を展開し、売上高は順調に推移したものの、原

油高等により原価率は悪化し、利益面では予定通りの実績を上げるに至りませんでした。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 9,704 百万円（前年同期比 3.8％増）、営業利益は 298 百万

円（前年同期比 45.9％減）、経常利益は 251 百万円（前年同期比 48.1％減）、四半期純利益は 174 百万円（前年

同期比 51.8％減）となりました。 

 

２． 連結財政状態に関する定性的情報 

(１) 資産の部 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末より 554 百万円減少し、26,076 百万円とな

りました。理由の主なものは現金及び預金の減少 595 百万円であります。 

 

(２) 負債の部 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末より 291 百万円減少し、10,112 百万円とな

りました。理由の主なものは長期借入金の減少 543 百万円であります。 

 

(３) 純資産の部 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末より 263 百万円減少し、15,964 百万円と

なりました。理由の主なものは配当金の支払 348 百万円であります。 

 

(４) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、571 百万円の収入となりました。

理由の主なものは、減価償却費 685 百万円であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは 617 百万円の支出となりました。理由の主なものは、リース用資

産取得による支出 553 百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは 545 百万円の支出となりました。理由の主なものは、長期借入金

の返済による支出 766 百万円であります。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末よ

り 595 百万円減少し、1,500 百万円となりました。 

 
３． 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 21 年３月期通期の業績見通しにつきましては、民間設備投資は当面の間低調に推移するものと思われ、

また、当第３四半期において急速に景気の減退が進んでおり、先行きの不透明感は一層強くなっております。 

しかしながら当第３四半期累計期間の契約高は 10,047 百万円（前年同期比 99.2％）、第３四半期会計期間末

の契約残高は 4,214 百万円（前年同期比 95.1%）と受注活動に関しては順調に推移しており、通期の連結業績予

想につきましては現時点では据え置きとし、平成 20 年４月 25 日発表の数値を変更しておりません。 

なお、業績予想につきましては現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざ

まなリスク要因や不確実な要素により、現時点の予想と異なる可能性があります。 
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４． その他 
(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
 

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 
 

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号)及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 
② 会計処理基準に関する事項の変更 

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 
たな卸資産 
主要資材については、従来、総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年７月５日）が適用され

たことに伴い、総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。なお、これによる損益への影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,781 2,376

受取手形及び売掛金 8,826 8,762

製品 146 114

半製品 1 0

原材料 342 206

仕掛品 28 28

繰延税金資産 86 91

その他 385 381

貸倒引当金 △19 △7

流動資産合計 11,580 11,954

固定資産   

有形固定資産   

リース用資産（純額） 5,823 5,840

建物及び構築物（純額） 2,801 2,883

土地 4,981 4,981

その他（純額） 166 183

有形固定資産合計 13,772 13,889

無形固定資産 279 294

投資その他の資産   

投資有価証券 121 152

その他 295 308

投資その他の資産合計 416 460

固定資産合計 14,469 14,644

繰延資産 25 32

資産合計 26,076 26,630
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,497 2,434

短期借入金 1,372 1,063

未払法人税等 43 67

前受リース収益 2,452 2,566

賞与引当金 97 209

役員賞与引当金 9 23

設備関係支払手形 99 1

その他 643 632

流動負債合計 7,214 6,998

固定負債   

社債 1,300 1,300

長期借入金 834 1,378

繰延税金負債 58 58

退職給付引当金 461 416

役員退職慰労引当金 243 252

固定負債合計 2,897 3,405

負債合計 10,112 10,403

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,032 8,032

資本剰余金 5,811 5,811

利益剰余金 1,485 1,659

自己株式 △24 △22

株主資本合計 15,306 15,481

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3 6

為替換算調整勘定 △81 △27

評価・換算差額等合計 △78 △21

少数株主持分 736 767

純資産合計 15,964 16,227

負債純資産合計 26,076 26,630
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 9,704

売上原価 7,366

売上総利益 2,338

販売費及び一般管理費 2,039

営業利益 298

営業外収益  

受取利息 8

スクラップ売却代 10

その他 15

営業外収益合計 34

営業外費用  

支払利息 65

その他 15

営業外費用合計 81

経常利益 251

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産除却損 2

投資有価証券評価損 26

役員退職慰労金 20

特別損失合計 49

税金等調整前四半期純利益 201

法人税、住民税及び事業税 39

法人税等調整額 6

法人税等合計 46

少数株主損失（△） △19

四半期純利益 174
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 201

減価償却費 685

有形固定資産除却損 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12

賞与引当金の増減額（△は減少） △111

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8

受取利息及び受取配当金 △11

支払利息 65

リース用資産の中古販売による売上原価 56

固定資産売却損益（△は益） △0

投資有価証券評価損益（△は益） 26

為替差損益（△は益） △3

売上債権の増減額（△は増加） △80

たな卸資産の増減額（△は増加） △175

その他の資産の増減額（△は増加） 19

仕入債務の増減額（△は減少） 80

前受リース収益の増減額（△は減少） △106

その他の負債の増減額（△は減少） △2

その他 △0

小計 682

利息及び配当金の受取額 10

利息の支払額 △67

法人税等の支払額 △55

営業活動によるキャッシュ・フロー 571

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △146

定期預金の払戻による収入 146

リース用資産取得による支出 △553

社用資産の取得による支出 △74

社用資産の売却による収入 1

投資有価証券の取得による支出 △0

投資その他の資産の増減額（△は増加） 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △617
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 321

長期借入れによる収入 210

長期借入金の返済による支出 △766

自己株式の取得による支出 △1

配当金の支払額 △297

少数株主への配当金の支払額 △11

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △545

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △595

現金及び現金同等物の期首残高 2,095

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,500
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 

(４) 継続企業の前提に関する注記 
該当事項はありません。 

 
(５) セグメント情報 

① 事業の種類別セグメント情報 
当社の企業集団は仮設建物、ユニットハウス及びこれらに付随する什器備品類等のリース及び販売と

いう単一の事業を営んでおり、事業の種類別セグメント情報は作成しておりません。 
 

② 所在地別セグメント情報 
全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

 
③ 海外売上高 

海外売上高が、連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 

 
(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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「参考資料」 
前年同四半期に係る財務諸表等 

(１) 四半期連結損益計算書 
前年同四半期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日） 

期  別 

科  目 金 額 

  

Ⅰ 売上高 9,351 

Ⅱ 売上原価 6,848 

売上総利益 2,503 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,951 

営業利益 552 

Ⅳ 営業外収益  

受取配当金 4 

その他 24 

営業外収益合計 29 

Ⅴ 営業外費用  

支払利息 84 

その他 12 

営業外費用合計 97 

経常利益 484 

Ⅵ 特別利益  

投資有価証券売却益 145 

その他 18 

特別利益合計 163 

Ⅶ 特別損失  

固定資産除却損 5 

過年度役員退職慰労引当金繰入額 234 

その他 2 

特別損失合計 241 

税金等調整前四半期純利益 406 

法人税、住民税及び事業税 55 

法人税等調整額 △4 

少数株主損失(△) △7 

四半期純利益 362 

  

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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(２) 連結キャッシュ・フロー計算書 
前年同四半期 

（自 平成 19 年 ４月 １日 

期 別 
 
科 目 

至 平成 19 年 12 月 31 日）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  
税金等調整前四半期（当期）純利益 
減 価 償 却 費 
投 資 有 価 証 券 売 却 益 
有 形 固 定 資 産 除 却 損 
有形固定資産売却損益 ( △は売却益 ) 
貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 ( △ は 減 少 ) 
賞 与 引 当 金 の 増 減 額 ( △ は 減 少 ) 
役員賞与引当金の増減額 ( △は減少 ) 
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 の 増 加 額 
退 職 給 付 引 当 金 の 増 加 額 
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 
支 払 利 息 
リース用資産の中古販売による売上原価 
為 替 差 益 
売 上 債 権 の 増 減 額 ( △ は 増 加 ) 
た な 卸 資 産 の 増 減 額 ( △ は 増 加 ) 
そ の 他 資 産 の 増 加 額 
仕 入 債 務 の 増 減 額 ( △ は 減 少 ) 
前受リース収益の増減額 ( △は減少 ) 
そ の 他 負 債 の 増 減 額 ( △ は 減 少 ) 
そ の 他 

406 

656 

△145 

5 

△18 

6 

△118 

△17 

247 

23 

△12 

84 

63 

△2 

668 

△16 

△121 

△768 

△6 

177 

3 

小 計 1,115 

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 
利 息 の 支 払 額 
法 人 税 等 の 支 払 額 

12 

△86 

△87 

営業活動によるキャッシュ・フロー 954 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定 期 預 金 預 入 に よ る 支 出 
定 期 預 金 払 戻 し に よ る 収 入 
リ ー ス 用 資 産 取 得 に よ る 支 出 
社 用 資 産 の 購 入 に よ る 支 出 
社 用 資 産 の 売 却 に よ る 収 入 
投 資 有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 
投 資 有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 
そ の 他 投 資 等 の 増 減 額 ( △ は 増 加 ) 

△178 

178 

△752 

△17 

235 

△0 

167 

△36 

投資活動によるキャッシュ・フロー △405 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短 期 借 入 金 の 増 減 額 ( 純 額 ) 
長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 
自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 ( 純 額 ) 
親 会 社 に よ る 配 当 金 の 支 払 額 
少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額 
そ の 他 

△248 

△799 

△2 

△250 

△21 

△1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,323 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 1 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 △773 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,710 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 1,937 

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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(３) （セグメント情報） 

１． 事業の種類別セグメント情報 

当社の企業集団は仮設建物、ユニットハウス及びこれらに附随する什器備品類等のリース並びに販売と

いう単一の事業を営んでおり、事業の種類別セグメント情報は作成しておりません。 

 

２． 所在地別セグメント情報 

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

 

３． 海外売上高 

海外売上高が、連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 

 

 

５． 生産、受注及び販売の状況 

(１) 生産実績 

当第３四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。 

（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

事業の種類 金額 

仮設建物部材等の製造 435 

合計 435 

（注） １ 上記金額は、主にリース用資産の製造高であります。 
 ２ 記載金額には、消費税等は含まれておりません。 
 

(２) 受注状況 
当第３四半期連結累計期間における受注状況は、次のとおりであります。 

（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

期首契約残高 四半期中契約高 四半期中契約実行高 四半期末契約残高
四半期末契約残高のうち

リース期間未経過契約高

3,872 

（1,306） 10,047 9,704 
4,214 

（1,762） 
2,452 

（注） １ （ ）内の数字は内数で、工事未着工の契約高であります。 
 ２ 記載金額には、消費税等は含まれておりません。 
 

(３) 販売実績 
当第３四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。 

（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

区分 金額 構成比（％） 

仮設建物部門 5,870 60.49 

什器備品部門 2,537 26.15 

ユニットハウス部門 1,296 13.36 

合計 9,704 100.00 
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